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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
米
先
物
取
引
の
誘
導
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

近
年
の
米
政
策
は
、
平
成
十
五
年
の
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
三
号
。

以
下
「
食
糧
法
」
と
い
う
。
）
の
改
正
に
お
い
て
、
国
に
よ
る
計
画
的
な
流
通
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
廃
止
す
る
と
と

も
に
、
米
穀
価
格
形
成
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
先
物
取
引
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
な
ど
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
自
由
な
流

通
を
原
則
と
す
る
仕
組
み
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

と
し
て
、
生
産
者
に
対
し
米
穀
の
所
得
補
償
交
付
金
及
び
米
価
変
動
補
�
交
付
金
を
交
付
し
、
生
産
者
が
米
穀
の
生
産
に
要

す
る
標
準
的
な
費
用
（
以
下
「
標
準
生
産
費
」
と
い
う
。
）
と
同
等
の
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

米
穀
の
需
給
調
整
に
つ
い
て
は
、
生
産
数
量
目
標
に
即
し
た
生
産
を
行
う
者
を
こ
れ
ら
の
交
付
金
の
交
付
対
象
者
と
し
、
需

給
調
整
へ
の
参
加
は
生
産
者
の
主
体
的
な
経
営
判
断
に
委
ね
て
い
る
。
一
方
、
米
穀
の
先
物
取
引
は
、
こ
の
よ
う
な
現
行
の

米
政
策
の
下
で
、
価
格
変
動
に
伴
う
経
営
リ
ス
ク
を
生
産
者
自
ら
の
経
営
判
断
に
よ
り
、
更
に
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
り
、
「
現
行
の
米
政
策
と
矛
盾
す
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一



米
価
変
動
補
�
交
付
金
は
、
全
国
一
律
の
単
価
に
よ
っ
て
算
定
し
た
当
年
産
の
米
穀
の
販
売
価
格
が
標
準
的
な
販
売
価
格

を
下
回
っ
た
場
合
に
、
そ
の
差
額
を
補
�
す
る
も
の
で
あ
り
、
生
産
者
は
、
米
穀
の
所
得
補
償
交
付
金
と
併
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
標
準
生
産
費
と
同
等
の
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
下
で
、

米
穀
の
先
物
取
引
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
者
が
生
産
す
る
米
穀
ご
と
に
、
そ
の
価
格
変
動
に
伴
う
経
営
リ
ス
ク
を
更
に
軽
減

さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
価
格
ヘ
ッ
ジ
を
二
重
に
実
施
す
る
こ
と
は
制
度
上
矛
盾
す
る
」
と
の
御
指
摘

は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

米
穀
の
試
験
上
場
を
行
う
た
め
の
株
式
会
社
東
京
穀
物
商
品
取
引
所
及
び
関
西
商
品
取
引
所
の
定
款
又
は
業
務
規
程
の
変

更
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
両
取
引
所
か
ら
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
農
林
水
産
大
臣
が
審
査
を
行
い
、
商
品
先
物

取
引
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）
第
百
五
十
五
条
第
三
項
又
は
第
百
五
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

同
法
第
百
五
十
五
条
第
三
項
第
四
号
又
は
第
百
五
十
六
条
第
五
項
第
四
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
、
認
可

を
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
生
産
者
に
及
ぼ
す
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
」
、
「
感
情
を
逆
な
で
す
る
が
如
き
背
徳
行
為
」
と
の

御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二



五
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
三
月
八
日
、
株
式
会
社
東
京
穀
物
商
品
取
引
所
及
び
関
西
商
品
取
引
所
か
ら
農
林
水
産
大
臣
に
対
し
、
米

穀
の
試
験
上
場
を
行
う
た
め
の
定
款
又
は
業
務
規
程
の
変
更
の
認
可
の
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
同
月
二
十
五
日
に
官

報
に
そ
の
旨
を
公
示
し
、
同
年
六
月
二
十
五
日
ま
で
の
三
か
月
間
、
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
御
意
見
も
伺
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
商
品
先
物
取
引
法
第
百
五
十
五
条
第
六
項
第
二
号
及
び
第
百
五
十
六
条
第
七
項
第
二
号
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
年
七
月
二
十
五
日
ま
で
に
、
申
請
者
に
対
し
認
可
又
は
不
認
可
の

通
知
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
農
林
水
産
大
臣
と
し
て
は
関
係
者
の
御
意
見
も
踏
ま

え
つ
つ
審
査
を
行
い
、
同
年
七
月
一
日
に
認
可
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

従
来
か
ら
、
米
穀
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
を
図
る
た
め
、
食
糧
法
に
基
づ
き
、
米
穀
の
需
給
の
適
確
な
見
通
し
を
策
定

し
、
こ
れ
と
整
合
性
を
も
っ
て
、
生
産
調
整
の
円
滑
な
推
進
等
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」
（
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
水
田
を
有
効
活
用
し
て
食
料
自
給
率
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
明
記
し
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
実
施
等
に
よ
り
、
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
、
米
粉
用
米
、
飼
料
用
米

三



等
の
生
産
拡
大
を
推
進
し
て
い
る
。

四


